
No.16-176  講習会 

難削材加工の基礎から実践まで 

－航空機産業を支える生産技術－ 
（生産加工・工作機械部門 企画）  

〔協賛(予定)：型技術協会，精密工学会，電気加工学会，日本機械工具工業会，ダイヤモンド工業協会，砥粒加工学会， 

日本金型工業会，日本工作機械工業会，日本工作機械輸入協会，日本工作機器工業会，自動車技術会， 

日本塑性加工学会，日刊工業新聞社，日本工業出版社〕  

◆開催日◆2017 年 1 月 18 日（水）10:00〜18:20

◆会 場◆東京電機大学 東京千住アネックス 3階 プレゼンテーションルーム（http://www.tdu-kakehashi.com/access/）

（〒120-0026 東京都足立区千住旭町 38 番 1 号 TEL : 03-5284-5255）

◆趣 旨◆

難削材の加工は，航空機産業においてもエンジン性能の向上や機体の軽量化にむけて精力的な取り組みがなされており，

今後とも発展が期待されています．本講習会ではまず，東京大学の帯川先生から難削材加工の基礎と技術動向に関する御講

演をいただいたあと，航空機部品メーカーから実際の航空機製造における難削材加工の取り組みについて御紹介いただきま

す．続いて，工作機械メーカーから航空機用難削材加工を担う最先端の工作機械の動向と最新機能について御紹介いただき

ます．さらに，実際の難削材加工においてきわめて影響の大きい工具および把持システムについての現状と最新の開発動向

について御講演をいただきます．また，講習会の最後には，講師陣を囲んで技術質問会を予定しております．本講習会は難

削材加工の基礎から応用まで，もう一度学ぶ機会となる極めて有益な講習会になると確信して，多くの研究者，技術者のご

参加をお待ちしております．奮ってご参加下さい． 

司  会:吉村 辰浩（オークマ(株)），須藤 雅子（ファナック(株)） 

◆題目・講師◆

10:00～ 10:05 開会挨拶

第一部 航空機産業における難削材加工の現状 

1. 10:05～10:55 航空機産業における難削材加工技術  東京大学 帯川 利之 

2. 10:55～11:35 航空機エンジン部品における難削材加工の現状と取組み   (株)IHI 佐々木 渉 

3. 11:35～12:15 航空機機体構造における難削材加工の現状と事例  三菱重工業(株) 河野 亮 

12:15～13:15  昼  食 

第二部 航空機用難削材加工を担う工作機械 

4. 13:15～13:55 航空機関連難削材部品向け加工機の現状と開発事例の紹介   (株) 牧野フライス製作所 宮崎 正明 

5. 13:55～14:35 難削材加工技術と金属積層技術を搭載した次世代型超複合加工の動向と開発事例の紹介

オークマ(株) 石原 洋成

14:35～14:50   休  憩 

第三部 難削材加工を支える周辺技術 

6. 14:50～15:30 難削金属材料の切削工具の現状と事例 サンドビック(株) 奥田 晃之

7. 15:30～16:10 CFRP 切削加工用工具の現状と事例 オーエスジー(株) 辻村 桂司

8. 16:10～16:50 低剛性材料の保持具の最新技術  (株)ナベヤ 鷲見 鉄男 

17:20～18:20 技術質問会（講師への技術相談などを行う場としてぜひご活用下さい．）

◆定  員◆ 70 名 申込先着順により定員になり次第締切ります．

◆聴 講 料◆ 会員 20,000 円（学生員 8,000 円），会員外 30,000 円（一般学生 10,000 円）

協賛団体会員は本会会員と同じ取り扱いといたします．聴講料お振込後は取消しのお申し出がありましても返金できません

のでご注意願います．原則，開催日の 10 日前までに聴講料が着金するようにお申し込み下さい．以降は定員に余裕があれば参

加申し込みを受付けますのでお問い合わせ下さい．なお，昼食は各自でお取り下さい．また，聴講券（兼領収書）の発行，送

付はなくなりました．今後は，銀行振込の払込票等をもって領収書に代えさせて頂きます．本会所定の領収書がご入用の方

は、以下をご参照下さい． http://www.jsme.or.jp/japanese/contents/02/receipt.html

◆教  材◆ 教材のみのご希望の方，また聴講者で教材を余分にご希望の方は 1 冊につき会員 2,000 円，会員外 3,000 円で頒

布いたしますので，開催前に代金を添えて予約申込みをして下さい．講習会終了後発送いたします．

◆申込方法◆ 本会 HP（ http://www.jsme.or.jp/kousyu2.htm ）からお申し込み下さい． 

（担当職員 大通千晴） 
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